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長野県の地域紙から見えたメディアの課題と可能性
─信州・市民新聞グループの特異性と普遍性
深　井　麗　雄
要約　本稿の課題は、長野県岡谷市に本拠を置く地域紙「信州・市民新聞グルー
プ」（部数 4万 7 千部）の特異な紙面づくりや読者へのアンケート調査、現地で
の聞き書きなどを素材として、今後のメディアの在り方を探ることにある。一
見、地元のミニ情報だけを網羅的に掲載した地味な紙面だが、徹底的に地域ニュ
ースに特化した紙面は日本でも珍しい。地域固有の文化や伝統などを背景にしな
がら、自律的に新たなサービスや商品を生み出して、持続可能な生活を目指す地
域の住民に役に立っているという点を強調したい。
Summary 　This article focused the future of the media by examining the group 
of Shinsyu-citizen’s-newspaper. It has a circulation of 47,000 and has a unique 
character. I conducted a survey in the form of questionnaire and hearing 
investigation. At a first glance, the newspaper is not so characteristic and 
carries only exhaustive local information. But my conclusion is it is very 
unique. I would like to emphasize that the newspaper creates new autonomous 
services from regionally specific culture and tradition and it helps local 
residents who want to live a sustainable life.
はじめに
1 　本稿の課題
　長野県岡谷市に本拠を置く地域紙1）「信州・市民新聞グループ」（部数約 4 万
7千部、以下、信州・市民新聞）の特異な紙面づくりや購読者へのアンケート
調査、現地での聞き書きなどを素材として、今後のメディアのあり方をさぐる
ことにある。一見、地元のミニ情報だけを網羅的に掲載しただけの地味な印象
の紙面だが、全国紙2）や地方紙3）さえ十分に実現できていない「メディアの可能
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性」がのぞいている。その「可能性」とは、地域固有の文化や伝統、資産など
を背景に、住民が自律的に新たなサービスや商品を生み出し、経済的自立と持
続可能な生活を目指すための高品質の地域情報を従来以上にこまめに発信する
ことだ。
　これまで信州・市民新聞については、早稲田大学人間科学部による「岡谷市
社会調査（1994年-1997年）などで各種分析が行われているが、「ネットメディ
アとの関係」や「御柱祭との関係」「リーマンショック以降の人々の暮らしの変
化と地域メディア」という視点から行われた分析や提言は、管見の限りない。
また信州・市民新聞のような地域紙全般に関し、その「圧倒的な強み」を「生
活に密着した地元のニュース」の優位性に求める論文はこれまでにもある。し
かし、今後の社会全体の変化を見据えると、地域紙の在り方は少しずつ変わら
ざるを得ない。社会の変化をどう取り込んだらよいのか。特に本稿では［Ⅶ　地
域情報からみたメディアの可能性］で、その可能性の一端を提示しつつ、メデ
ィアにおける地域情報の意味を考察したい。
2 　なぜ信州・市民新聞なのか
　事例研究の対象として同新聞を選択したのは、主に以下の理由である。
①テレビ番組欄以外は「全国ニュース」が 1行も載らない、という紙面特性か
ら、全国紙や地方紙ではわからない「地域ニュース」の持つ意味が浮かび上が
るかもしれない。
②全国に多くの地域紙が存在するが、少なくとも半世紀程度の歴史をもち住民
に親しまれている有料日刊紙は限られ、信州・市民新聞はその一つである。
③同社の普及率は極めて高い（同社ホームページによると「90％を超し……」
とある）ことが研究者の間ではよく知られている。
④地域住民の多くが熱狂的に参加する諏訪大社の御柱祭に特化した紙面づくり
を意識的に行い、読者の共感を獲得している。
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Ⅰ　信州市民新聞の特徴と背景
1 　信州・市民新聞の概要
　1948年11月、薩摩建社長の祖父、光三が岡谷市で創刊した。発行主体は「㈱
岡谷市民新聞社」（本社・長野県岡谷市本町）。配布地域は長野県の諏訪地域で
岡谷市、諏訪市、茅野市、下諏訪町、辰野町、箕輪町、南箕輪村の 3市 3町 1
村。配布地域に合わせて一面の題字を「岡谷市民新聞」「下諏訪市民新聞」「諏
訪市民新聞」「茅野市民新聞」「たつの市民新聞」「みのわ市民新聞」「南みのわ
市民新聞」と切り替えている。タブロイド版の朝刊20ページ前後を印刷、時折
り中に特集ページなどを挟みこむ。部数はバブル期のころは 5万部台に乗せて
いたが、現在は 4万 7千部前後という。ちなみに配布対象地域 3市 3町 1村の
世帯数は直近の国勢調査によると約 5 万 8 千世帯。定価は一部60円、一ヶ月
1,690円である。配達は全国紙や地方紙の各販売店に委託するなどしている。
　社員約70人のうち30人が記者で、本社と各支局で取材を担当。編集・整理・
制作の各作業は岡谷市の本社で行っている。
2 　紙面内容
　信州・市民新聞の紙面のどこを探しても、米国のオバマ大統領は登場しない。
朝鮮半島や尖閣諸島の緊張やシリアの内戦も報じられない。安倍首相を中心と
した政界ニュースはもちろん国内経済のニュースも載らない。メジャーリーグ
でイチローがいかに活躍しようが、北京のスケートリンクで織田信成が尻モチ
をつこうと、この新聞とは無縁である。国内各地の事件や事故、大都市圏のホ
ットな話題や各地の心温まる街角の話題も同様である。社説もない。
　こう書くと「ないないづくし」のようだが、全国紙や地方紙の視点からする
とそう見えるだけで、信州・市民新聞側からすれば「地元で昨日起きた出来事
や今日以降の予定行事はほとんど載る」というほど、地元ニュースに徹してい
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る。掲載される「全国ニュース」はテレビ番組欄だけだ。
　直近の2012年 9 月23日付け朝刊（岡谷市民新聞の場合）の紙面建ては以下で
ある。この日は20ページ建て。
▽ 1面　　　　岡谷市での戦没者追悼式や岡谷市内のバスの路線やダイヤの
一部改正と諏訪市での催事。
▽ 2面－ 7面　地元のニュースや情報
▽ 8面－14面　テレビ番組欄と番組情報
▽15－17面　　地元のニュース
▽18－19面　　地元の読者の俳句や短歌などの投稿欄
▽20面　　　　岡谷のニュースと「今日の行事と会合」
　毎日の紙面の中で特に「今日の行事と会合」はキメ細い。
　連日掲載されるが、市民の葬儀のほか「ご詠歌教室」「座禅会」「剣道協会の
練習」「男の料理同好会」「ボウリング同好会」「俳句会」「気の健康サークル」
「家庭介護相談会」「小学校でのスケート教室」と、連日50－100件の情報が網羅
される。
　 1万 9千世帯、人口 5万 3千人の岡谷市で開かれる会合やイベントなどのほ
とんどがこのコーナーで予告されている。
3 　紙面の特異点
　特徴的なのは 3面に掲載されている死亡記事である。
　死亡広告は全国各地の新聞同様、遺族が有料で家族の死去に伴う葬儀予定な
どを知らせる広告であり、死亡記事は新聞社が独自に取材して直近の亡くなっ
た市民の葬儀の日取りなどを知らせる編集記事で、無料である。ところで信州・
市民新聞の死亡記事は全国紙や地方紙のそれと大きく異なる。全国紙などの記
事は死者が有名人であったり、業績を積み重ねた人、肩書きの目立つ人などが
限定的に取り上げられ、しかもスペースの関係で最低限の情報しか記載されな
い。故人の写真などはめったに載らない。それに比べ信州・市民新聞のそれは
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①遺族の了解がある限り、無名の市民すべてが取材・掲載の対象②故人の人生
がうかがえるようなくだりがあり、係累や経歴の一部も掲載─など大きな違
いがある。例えば個人の人物描写では「孫 7人、ひ孫 4人の成長を楽しみにし
ていた」「家事に従事しながら読書や庭の手入れを楽しんだ」などのくだりが散
見される。つまり「かなしいしらせ」というタイトルとは裏腹に、読者の気持
ちを温かくし、遺族の悲しみを癒す「あったかいニュース」に仕上がっている。
これは死亡記事の掲載基準の相違ではなく、「人の死」というニュースの捉え方
に関する本質的な違いであるように思える。
　興味深いエピソードがある。10年ほど前、当時の薩摩正社長（現社長の亡父）
から聞いた話だが、毎年、盆や正月の長期休暇の季節になると、読者からフア
クスなどで、自分の旅行の予定が新聞社に流れてくるという。スケジュールは
もちろん宿泊先のホテルや旅館の連絡先を明示してくる、というのだ。それは
死亡記事だけを旅先まで毎日送ってほしいからだ。なぜか。地縁血縁の強い地
域で、たとえ旅行中とはいえ、知人の死を知らず葬儀・告別式に弔電を打てな
かったりすると義理を欠く。それを避けるために市民新聞社にわざわざ旅のス
ケジュールを知らせるわけだ。この死亡記事の閲読率の高さは後述する読者へ
のアンケート調査でも同様の結果が出ており、関心の高さが持続していること
がわかる。
4 　過去の特異点
（ 1）配給物資ニュース
　前述のように信州・市民新聞は1948年11月、岡谷市で創刊された。戦前から
発行されていた「信濃毎日」や「南信日日」などの地方紙、地域紙の補完的存
在としてスタートしたようだったが、セールスポイントは当時の世相を反映し
てか、配給物資に関するニュースだった。
　創刊の 2年前、食糧難の時代に闇米を拒否した裁判官が配給食糧のみを食べ
続けて結局栄養失調で亡くなったことが大きく全国で報道された。そういう時
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代の配給物資に関する情報が主婦らに注目されないわけがない。短期間に部数
が 2千部を超えたのもうなづける。創刊時のセールスポイントが、政治的主張
やキャンペーンではなく、「お茶の間」に直結した生活情報だった点が、現在ま
で綿々と受け継がれている信州・市民新聞の「DNA」である。
（ 2）道路工事の地図
　その記事は 5年ほど前まで市民新聞に月 1回の割りで掲載された。見開き 2
ページを使った大型企画だが、実は一行の記事もなく、一枚の写真もなかった。
全面に地図が掲載され、中に様々な記号がプロットされていた。一見しただけ
では「？」だが、実は読者の居住地域で向こう 1ヶ月に予定されている道路工
事の地点や時期、交通規制の内容を一覧できるものだった。なぜこの地図が必
要なのか。そして、なぜこれがニュースなのか。
　どの地方も国道、県道など種別を問わず工事が頻繁に実施されるが、大都市
と比べ幹線道路が少ないので、交通規制の情報は車の運転に欠かせない。とこ
ろで国道の工事予定と交通規制は建設省（当時）の出先機関が、県道のそれは
県の土木事務所が、市道は市役所がそれぞれ別々に発表する。しかし所詮はお
役所仕事だから、それらの情報を一本化した地図は誰も作成しない。それを地
元の新聞社でやろう、と企画したという。
　従っておよそ車を使う仕事に従事する市民はほとんどがこの企画を歓迎した。
宅急便などの運送業はもちろん牛乳販売店、警察、消防署から皮肉にも信州・
市民新聞を扱う他紙の販売店までもが店の壁にこの地図を張り出していたので
ある。「報道の記事は文字や写真に限定されない。読者の需要を満たすためな
ら、どんな表現形態も許される」（薩摩正前社長）とうわけだ。しかしこの企画
は 5年ほど前に自然消滅した。小泉改革などで地域の道路工事が激減したから
だ、という。
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5 　信州・市民新聞と近隣地区の地方紙、地域紙
　長野県で最大の部数の地方紙は言うまでもなく信濃毎日新聞である。戦前、
健筆をふるった桐生悠々の存在はあまりにも有名だ。桐生は1928年、信濃毎日
の主筆に復帰し、反軍的な社説を展開した。最も有名なのは「関東防空大演習
を嗤ふ」であろう。1933年 8 月に東京を中心に行われた防空演習についてその
灯火管制が無意味であることなどを指摘し演習を批判した。それが軍部の怒り
を買い、まもなく退社せざるを得なくなった。
　信濃毎日の紙面建ては多くの地方紙がそうであるように、全国紙と比べ圧倒
的に緻密で多くの地元ニュースを多面展開しつつも、 1面から最終面まで国際
政治、国内政治はもとより内外の経済・スポーツ・文化ニュース、番組欄をま
んべんなく収容している。朝刊はブランケット版30-40ページで一部110円、 1
か月 3,007円。
　一方、信州・市民新聞と競合する地域紙は諏訪市に本社をおく長野日報であ
る。同社は信州・市民新聞と違ってブランケット版で20ページ前後。一部100
円、1か月の料金は2,600円。地域ニュースに力を入れるが、国際ニュースや全
国ニュースも 2ページ前後で、手際よく掲載している。紙面内容からしても、価
格帯からしても信濃毎日と信州・市民新聞の中間に位置するような存在である。
Ⅱ　御柱祭と信州・市民新聞の紙面づくりについて
　これまでに紹介した信州・市民新聞の特徴以外に、本章で述べる「祭り」に
関する紙面づくりは、地元ニュースに特化した地域紙の中でも、ほとんど類例
をみないものである。
　次の表は諏訪大社を舞台にした御柱祭を報じる信州・市民新聞と長野日報の
掲載記事量である。
両社の御柱祭に割く取材要員と紙面は全国的に見ても特異と言えるだろう。前
回の御柱祭（2010年 4 月から）の最初のヤマ場である「上社山出し」（ 3日間）
158
政策創造研究　第 6号（2013年 3 月）
前後の関連記事量を比較したものだが、 4日、 5日、 6日の 3日間、信州・市
民新聞は、実にスペースのほぼ半分を祭で埋め尽くし、長野日報も三分の一前
後を提供している。いずれもほかの各紙では考えられないほどの力の入れよう
である。おまけに後述する「御柱祭日記」に出てくる無数の各種会合（祭りの
前後数年にわたる）の模様を市民新聞は克明に記事化している。なぜここまで
力を入れるのか。それはとりもなおさず、長期にわたる御柱祭と地域住民やそ
の暮らしとの濃密な関係を暗示している。以下、全国的にも特異な御柱祭の概
要を見るとともに、信州・市民新聞がこれほどの傾斜編集を行う背景を探りたい。
1 　諏訪大社の御柱祭の概要
　御柱祭とは「みはしらさい」あるいは「おんばしらまつり」と読み、諏訪地
4月
信州・市民新聞
（タブロイド版）
長野日報
（ブランケット版）
参考事項
1 木 1 p／20p 4 p／20p 『明日上社の山出し」の予告記事が主体
2 金 1 p／20p 0.5／16p 上社山出しの実施
3 土
12p／24p
（ブランケット・
カラー 4 pを含む）
6 p／20p 「上社山出し 1日目」の記事が主体
4 日
13p／26p
（同上）
5 p／20p 『上社山出し 2日目」の記事が主体
5 月
12p／18p
（同上）
6 p／16p 『上社山出し 3日目」の記事が主体
6 火 1.5p／20p 2 p／16p
上社山出しの観光客は前回比 5万人増
の51万人
7 水 2 p／16p 1 p／20p
8 木 11p／24p 5 p／20p
9 金 1 p／20p 1.3p／20p
10 土
14p／24p
（同上）
6 p／20p
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方に1200年以上前から伝わる 7年ごとの祭で、その規模や勇壮さ、地元の住民
が祭りにかける労力や財力などは極めて珍しい。
　祭りは諏訪大社の社殿の造営工事と御柱の曳き建て行事に分かれる。特に御
柱を曳き建てる行事には昔から、諏訪地方の住民約20万人がこぞって参加する
ことで知られる。上社と下社を合わせた曳き子と観光客の人出は約200万人（岡
谷市などの調査）という。
　御柱の曳き建ては上社と下社の 4 つの社殿の四隅にモミの巨木（直径 1 m、
長さ18m、重さ約 6 -10トン）計16本を建て替える作業。山奥から伐りだし、急
斜面や川など様々な障害を乗り越える山出し（ 4月）、巨木を2,000人前後の曳
き子が町々を曳いて練り歩く里引き（ 5月）が中心だ。荒っぽい祭りで前回は
2人の死者が出た。
　曳行ルートは上社の山出しが12km、下社のそれが 5 km。また里引きのルー
トは上社が 1 - 2 km、下社が 2 - 3 km。
　祭りの期間は相当長期にわたる。これも御柱祭の特異な点だ。上社の山出し
の初日が 4 月 2 日。一段落する下社の宝殿遷座祭が 5 月 7 日。この間、上社、
下社で同じような祭り行事を別々に実施するので、この 1か月余りの間にイベ
ントが14回、二日に 1回の勘定で人々は祭りに没頭する。
　もちろんこれだけでは終わらない。「小宮」といい、諏訪大社以外に地元では
様々な神社がある。その多くで年末まで小規模な御柱祭が地区ごとに行われる。
神社だけに限らない。独自の御柱祭をする企業まである。
　また祭に付帯する行事が本番の年だけに集中しているわけでもない。実はそ
の 3年前から実質的に祭は始まっている。例えば下社の御柱を伐採するのは本
番の 1 年前だ。さらにこの巨木を決定する「本見立て」はさらにその 1 年前。
おまけにその 1年前、つまり本番の 3年前に伐採する木の「仮見立て」をする
という念の入れようだ。（上社はこの間隔が一年短い）。
160
政策創造研究　第 6号（2013年 3 月）
2 　御柱祭と地域住民やその暮らしとのかかわり
⑴前回の御柱祭でその仕切り役として諏訪大社の大総代会議長を務めたのは、
宮坂隆平氏である。氏は地元の代表的金融機関、諏訪信用金庫の職員だった。
大総代に指名されたとき、信金の頭取は「給料やるで（支給するから）、机を向
こうへもって行け」と言ってくれたという。それほど諏訪大社の大総代という
しごとは地元では重んじられており、名誉なものであるらしい。
⑵地元の暮らしと御柱祭とのつながり
　例えば御柱祭定期積金というのがある。定額預金のことで、利子は同じ。祭
の各種出費に備えて 7年ごとの祭が一段落すると、すぐこの預金を始める。曳
行路に面した民家では飲み食いの接待費用や畳の張り替えまで含めると最高200-
300万円をかける家族もおり、これを 5年で蓄える仕組みだ。飲み食いは「知り
合いのその友人まで連れてきて飲ませ食わせる」というから、つまりは「赤の
他人まで食べ放題飲み放題」というわけだ。
　この祭りの特徴のひとつは祭りの資金負担だ。諏訪大社が大半の資金をだす
わけではなく、個人宅での酒食の振る舞いから、祭り全体の運営費まで、ほと
んどを氏子が負担する。例えば後出の「岡谷市御柱祭祭典委員会記録」による
と、委員会の年間予算は1,100万円。区から均等割りで拠出してもらったり各世
帯からの寄付で賄っている。こういう点から御柱祭は「氏子の祭」と言えるだ
ろう。
⑶最近の変化
　ただこのような性格のまつりが昭和の末期から平成（ 4年の御柱祭）にかけ、
少し様変わりしてきた。花火の打ち上げも始めた。テレビが相当、放映するよ
うになった。ヒーローを目立たせ、人出も限界に達した。前回の平成22年の本
番では、下社の木落としの現場に25万人の観衆が詰めかけた。狭い現場ではこ
の人数が限界で、これ以上入ると危険だし、曳行が遅れる原因にもなる。宮坂
氏は「経済効果もあるかもしれないが、そろそろ本来の氏子の祭に戻さなくて
はならない」と考えた。そこで「ヒーローを煽り立てるような放送はさせない
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し、そういう放送材料を提供しない」という方針で氏子をまとめた。
⑷今後の課題
　今後の課題の一つは巨木の確保だ。現在、諏訪大社は国有林（伊勢湾台風で
相当の被害が出て、その後、樹木が育ちにくいという事情もある）から柱を買
い上げている。しかしシカの食害が最近増えてる。その対策として最近下社が
下諏訪町から新たに16町歩の山林を買った。これで直径50センチの立木を600本
確保できる勘定という。もともと御柱祭は回を追うごとに太い柱を求めるよう
になり、これが資源の枯渇を招く一因だ。だから「少しの曲りは我慢する」と
か「（台風の落雷で先端が欠けたり裂けたりした）若干の不都合は我慢する」と
いうことがこれから必要だと、宮坂氏らは考えている。
　この食害については宮坂氏らが山に入って実情をしらべ、その様子を信州・
市民新聞がレポートし、長野日報にも同じような記事が掲載された。こうした
キャンペーンで植林も最近では常時行われるようになってきたという。
⑸「御柱祭日記」について4）
　宮坂氏の手元に「岡谷市御柱祭祭典委員会記録」（平成21年 9 月－平成22年 6
月）という記録がある。同委員会の事務所は岡谷市内にあるが、この冊子は大
総代会などの議事録で、平成22年の御柱祭の「日記」ともいえる。厚さは約 5
センチ。行事や各種会合が詳細に記録され、巻末の注に目次の一部を引用した
が22年 1 月だけで実に56件の会合などが開催されている。
　例えば「平成21年12月22日」の項目を見ると、取材予定のNHKのデイレク
ターに「御柱祭は氏子の祭で 1人のヒーローも作らないで番組を制作してくだ
さい」と要請した、とある。木落としの頂点には目立つ感じで一人がまたがっ
て采配を振るような格好だが、そのそばに10人から15人の氏子が同様に巨木に
またがって斜面を滑り降りるし、そのあとから各柱とも 5人から10人の氏子が
ゴミ拾いをしたり、木くずを掃いていく。「木遣りも含めてヒーローを作らな
い」という点に関し地元では反対意見はなかった。
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3 　「諏訪人」の気質と御柱祭について
（ 1）諏訪湖博物館長、宮坂徹氏の分析
　氏は郷土史家でもあり、御柱祭と住民の暮らしとの密接な関連の原因につい
て、こう分析する。
①実質 6年に 1度という周期と生活へのなじみやすさ。
　毎年の祭なら、既述したような力を入れられない。しかし実質 6年に一度な
ら、目標にもしやすく予定が立てやすい。「次の御柱まで頑張ろう」という気に
なるというのだ。結婚や自宅の新築や改築など人生の節目を、御柱祭のサイク
ルに合わせたり、わざと祭りのために外したりする人は今も多い。ちなみに下
社のサイクルは前述のように「仮見立て 3年前、本見立て 2年前、伐採 1年前」
だ。つまり祭りが終わって何もしないのは 3年間で、そのあとの（次の祭りま
での） 3年間はなにがしかの行事があり、本番を迎える。
②各地で暮らす一族や家族の再会と懇親の機会
　宮坂館長の場合、娘婿の九州の両親まで呼び寄せる。そのため本番の 1年前
には地元のビジネスホテルを予約する。
③諏訪人気質について
　昔から結構、共同体意識が強かった。湖は広いが耕作面積は少なく、気候の
せいで稲の出来もよくなかった。そこで各地に出稼ぎに行かざるを得ず、勤勉
さと互助精神が養われた。
　諏訪にほかの地方から教員が新たに赴任するとよく地元気質にびっくりした
という。田畑を耕している際にも突然「世界」を見据えた発言が飛び出したり
するからだ。政治的な議論が好まれる。
　その背景には江戸時代末期、諏訪には寺子屋が多かった事情がある。「しっか
り学んで出稼ぎ先でしっかり働く」という意識で、和算なども盛んだった。
　出稼ぎで有名なのは、浅草のりとの関係。出稼ぎで採集に出かけ、一時期は
諏訪人がいないと、のりの相場が立たないほど、と言われた。今でもたまに諏
訪でのりの研究会が開かれる。
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④諏訪大社と藩の関係など。
　明治時代までは、御柱祭の曳き子の確保は、神社が藩に要請し、藩が一種の
労役として農民らを徴発した。しかし明治維新で藩がが消滅し、どこが曳き子
を確保するのかという問題が浮上した。しばらくの間諏訪大社の奉賛会を作り、
ここが実質的に祭を継続した。この時、氏子の石高に応じて曳き子などを引き
受けるようになり、これが「氏子の祭」と言われる源流になった。
（ 2）宮坂氏にとっての「氏子の祭」
　実は宮坂徹氏自身も下社に属する清水町に住んでおり、前回の御柱祭の実行
委員会では役員として務めた。地元の地区の分担や奉納綱を奉納するときは町
民100人を案内して奉納した。山出しなどの 2日間はこの100人の休憩場所の設
定もしなければならない。雪や氷雨に見舞われることもあるから気を遣うとい
う。初日に山中にブルーシートを張り巡らし、寸胴鍋を設置して食事の用意も
する。テント 3張りを運ぶのにトラック 1台が必要だ。豚汁、焼きそば、バー
ベキューなどの食材も用意もする。勿論こういうときは宮坂氏といえど、勤務
先の博物館は休む。氏だけでなく職員同士で休みの分捕り合戦になるほどだ。
（ 3）「地方の時代」と御柱祭
　「氏子の祭」について今少し考察したい。信州・市民新聞に御柱祭についてた
びたび寄稿している考古学者、宮坂光昭氏は自著「諏訪大社の御柱と年中行事」
で「地方の時代」との関連についてこう述べている。「地域住民が主体性をもっ
て地域の生活文化圏をつくることこそ、地方の時代へ近づけることだと思う」
（同書251P）。氏は地域の生活文化圏をつくる際に、諏訪地方では御柱祭が大き
な役割を果たすと考えている。その要因の一つとして氏はこの祭りの「水平構
造」を指摘する。「国家とか藩主に強制的干渉を受け、支配・被支配の形を持つ
垂直構造の祭とは全く異なる」というわけだ。「御柱祭の在り方を分析してみる
と、本社の御柱祭で地域住民全体の団結力とエネルギーを、外部や為政者に示
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した。そして御柱祭は順次小グループ化してゆき、地縁集団から順に血の濃い
血縁集団にと、一年を通す祭りとなって終わるのである」（同書252P）という。
さらに「地域住民の御柱祭に見せる太い連帯感が、国家的支配の介入を許さな
かったのだろう」ともいう。
　この分析は同じ郷土史家の宮坂徹氏のそれとも概ね一致する。信州・市民新
聞による「おんばしら　諏訪大社御柱祭のすべて（改訂版）」（2009年）による
と木遣り歌の中に「協力一致で」「力を合わせて」「もう一息だで、お願いだ─」
「ここは木落としだで、お願いだ─」というように、「お願いだー」のフレー
ズが多用されている。「地域住民の御柱祭に見せる太い連帯感」を暗示してい
る。かって薩摩正前社長は御柱祭に固執する理由について「単純な懐古趣味な
どではありません。私はこの祭りを通じて、この地区の民主主義に貢献したい
のです」と語ったが、これまでに行った御柱祭の分析からすると、読者からの
一定の理解は得られるだろう。信州・市民新聞がこの祭りに執着する理由はこ
こにあり、それはメディアの役割として当然のことだとうなづける。そして、
その役割は信州・市民新聞のような地域紙だからこそ可能といえる。
Ⅲ　読者へのアンケート調査
　調査は2012年 9 月10日から 7日間、任意に選んだ信州・市民新聞の読者130人
（男女ほぼ同数）を対象に、深井と同社記者が聞き取り方式で実施した。
調査の目的は
　① 信州・市民新聞の読者は他紙を併読している人が多いという点や購読理由
などの確認。
　② 読者の求めている地域情報の内容
　③　御柱祭に関する読者の意識
　④ 読者とネット情報との関係
の 4点だった。
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　調査の結果は以下の 3点である。
1 　他紙との併読が圧倒的に多かった
　固定読者が圧倒的に多いことは第 1問で確認できた。87％の読者が「10年以
上前から読んでいる」と回答したからである。また96％の読者が他紙を併読し
ていた。銘柄別では信濃毎日が58％、長野日報が28％、続いて朝日、毎日など
全国紙が10％前後で続く。こうした他紙を購読する一方で、かくも長きにわた
り市民新聞を購読する理由は「多くの地域情報を求めて」が67％、「昔から家族
で購読しているから」が37％だった。
　一方、読者の求める地域情報の内容をさらに細かく分析すると、最も高率だ
ったのは「慶弔ごと」で75％が「知りたい」と答えた。また「文化教室や屋内
イベント」（52％）、「小学校、中学、高校の催し」（36％）、「スポーツなど屋外
イベント情報」（33％）、「御柱祭などの地域のお祭り情報」（32％）─は想定
の範囲内だった。
　御柱祭との関係やネット情報との関わりもほぼ予想通りの結果だった（注に
参考資料として挙げたアンケートの集計結果を参照）。
2 　地元経済情報の重要性
　読者の求める地域情報のうち、「商店街や地元企業に関する情報」は57％。設
問中 2位だったのに対し、「同窓会や老人会などの情報」がわずか10％だったの
は意外だった。
　これについて信州・市民新聞の薩摩社長は、「経済が落ち込む中、経済情報を
もっと出してほしい、という読者の切実な気持ちの表れだろう」と分析する。
また同窓会や老人会については、「自分に関係ある集会については、別の連絡が
徹底されているなど、あえて新聞にその種情報は求めないからではないか」と
推測する。
3 　読者はやはり祭好きだった
　読者の祭好きは予想通り、相当なものだった。85％の読者が「祭りがとても
好き」「少しは好き」と答え、「祭りに関するニュースをよく読む」「時々読む」
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読者の割合ががほぼ同じ数字だった。市民新聞がこの祭り報道に力を入れる理
由が明らかになった格好だ。
4 　全国的な情報と地域情報のソースは使い分け？
　一方、ネットとの関係では、「一日一回以上、携帯やパソコンでネット情報を
利用する」が54％と半数を超えた。また「どんな情報をネットに求めるか」で
は「全国的なニュースや情報」が58％だったのに対し、「この地域のニュースや
情報」は21％にとどまった。市民新聞などの紙媒体との「使い分け」をしてい
るのではないか、との推測が成り立つ。
Ⅳ　広告主の信州・市民新聞に対する認識や評価
　ここでは次の 2人のクライアントの取材結果を報告する。
1 　草間吉幸氏（有限会社「草間商事」代表取締役）
　「草間商事」は靴の小売店で、草間氏は 3代目。父親の代だった昭和20年代の
後半から信州・市民新聞に広告を出している。
　週に一回は必ず広告を出し月 4回の広告料金は計10万円前後。信濃毎日新聞
や長野日報には出していない。広告料金が市民新聞に比べ割高なため、という。
　部数的にも信州・市民新聞は岡谷市が多く、同社の商圏と合致するからだ。
草間氏の感触では、岡谷市の住民の 7割から 8割が信州・市民新聞を読んでい
るという。
　新聞広告とは別に、チラシも利用している。チラシは名古屋に本部がある「協
同組合シューズチェーンネットワーク」に制作を依頼。この組織は、チラシの
単独制作が難しい小売店50社と問屋50社が加盟している。チラシは名古屋で一
括して印刷し単価は 1枚 2円50銭。これを仮に単独で地元で発注をすれば 1枚
20円かかるという。名古屋からのチラシを地元の浜新聞店（後出）経由で、信
州・市民新聞と信濃毎日新聞の読者宅 1万 2千世帯に配布する。配達料金は 1
枚 3円。こういうチラシを月 1回と広告月 4回が通常の宣伝実態だ。
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　ところでチラシや広告はかなり即効性があるという。地元商店街のスタンプ
制度を活用しチラシや広告を出す日に限りポイント数を 3倍から 5倍に上げる
と売り上げは 2割ほど確実に増えるという。
2 　小口博毅氏（地元の百貨店「カネジョウ」専務）
　地元の老舗の 5代目。　昭和50年代から信濃毎日と信州・市民新聞と長野日報
の 3社に広告を出していた。そういう縁で、店の新しい企画が一般ニュースで
報道されることもある。
　最近効果のあった記事は「カネジョウで一番値段の高い靴の即売会」を企画
したときのものだ。この企画は信州・市民新聞と長野日報に小さな囲み記事と
して掲載され話題を呼んだ。「高い靴は31万 5 千円」。売り上げは目標が200万円
だったが、290万円を売り上げた。「記事を読んできた」という客が多かったと
いう。
　地元のクライアントは総じて、上記二人のような「地域紙はある一定の宣伝
効果を期待できる」という認識をもっているようだが、それは、読者の 6割近
くが地元の経済情報を求めているという、先のアンケート調査の結果などから
して、十分に符合するといえるだろう。
Ⅴ　広告主以外の情報発信者による信州・市民新聞への認識や評価
　新聞に掲載される情報は、記者が主体的に取材して執筆するのが基本だが、
前章で述べた広告は、広告主が掲載料として料金を払い、自分にとって有用な
情報（宣伝広告）を新聞社の紙面を通じて発信する。これ以外にも新聞社から
情報を発信しようとする者が多く存在する。自治体や企業の広報部門、公立機
関の広報係、市民団体や運動組織の広報担当者などだ。広告と異なり、掲載料
を新聞社に払うことはないが、その代わり新聞社側が「発信された情報がニュ
ースかどうか」「市民にとって必要な情報か」「公序良俗に反しないか」と検討
するなど、掲載に向けてのハードルは高い。以下二人の発信者に信州・市民新
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聞への評価などを聴いた。発信者が複数の媒体を使い分け、信州・市民新聞に
関しては地域紙として位置づけ、利用していることがわかる。
1 　博物館などの情報発信について
（ 1）媒体別の情報発信
　諏訪地方には美術館や博物館などの施設が、諏訪湖を取り巻くように20か所
点在する。その中の中心的な施設の一つが、下諏訪町立諏訪湖博物館・赤彦記
念館だ。御柱祭の分析の項で登場した館長の宮坂徹氏によると、この博物館で
は各種展示会の情報のほとんどは地元の信州・市民新聞と長野日報に発信する。
また内容によっては信濃毎日にも発信する。地元の放送局LCV6）（諏訪市に本社
をおくケーブルテレビ、FMも 5年前から始めた）にも案内する。さらに特別
展覧会のような大型企画の時は、NHK長野放送局や信越放送にも発信する。通
常の情報発信後、取材に来るのは市民新聞、日報が圧倒的に多い。しかし媒体
の規模により、取材後の効果はかなり異なる（後述）。
　一方ネット上での発信は、まずホームページ（以下、HP）だ。HPは年間の
事業計画に基づき、トピックス的に更新している。このほか「諏訪郡博物館等
連絡協議会」という組織がある。諏訪郡内の博物館等関連23館の組織で公式ブ
ログをだしており、これにも年間10回ほど情報発信する。
　こうした一連の情報発信作業は正規職員 2人を含む計 6人の職員のうち、長
年の勤務で業務に通じている宮坂館長が担当する。ただし実際にHPなどを更
新するのは博物館友の会という支援組織の担当者だ。市のHPから友の会のHP
に飛ぶことができる。
（ 2）媒体別の情報発信効果
　諏訪湖博物館の2012年度の事業一覧によると、
① 特別展は「古代ローマの遺跡を描く─田中令子木版画展」（夏休み）、「赤
彦を支えた妻不二子」（秋）など 4回。
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② 体験教室は、子供向けの「鎧を着てみよう」（ 5月）、大人向けの「マイガ
レージクラブ」（ 4月）など 9回。
③ 講座「歴史と文学に触れる」（ 7月）、「日本刀の基礎知識」（11月）などの
ほか、通年の出前講座などがある。
　このほか「島木赤彦文学賞」「赤彦忌」から「まちじゅう音楽祭」まで大
小100件以上のイベントが開かれている。
　前項で述べた各媒体への情報発信で、こうした事業での作品や参加者の募集
などを行うわけだが、宮坂氏によると、HPで来る人はほとんどない感触だと
いう。信州・市民新聞と長野日報に出る記事を読んでくる人が圧倒的に多い。
役所の広報紙の効果よりも 2紙のほうが大きい。 2紙とも募集記事をこまめに
丁寧に書くからだ。
　ただし頻度は低いが、信濃毎日に書かれたときのほうが反応があるのも事実。
NHK長野放送局も同様だ。、影響は 2紙より大きい。LCVは 2紙より落ちるが、
最近視聴者が来るようになった。FMも流しており、これに 5分－10分の告知
を流してくれるという。
2 　NPOの情報発信について
⑴ 諏訪地方にもここ10年で従来の市民運動体に加え各分野でのNPOも増えて
いる。その中で比較的歴史が古く、長野県の交付金も得ているNPO法人の
担当者に取材した。応じたのは「有限会社ジェネシステクノロジー」代表　中
島秀明氏。自身で企業を経営しながら、NPO法人「維新塾」が運営する「あ
きん堂ネットショップ」を担当する。
　塾は諏訪地方の活性化を目指して10年前設立された。　塾の登録メンバーは
38人（うち女性は 3人）。26歳－57歳の年齢層だが平均は37,8歳。商店主や企
業経営者が多い。地域密着型のショッピングモールを始めたり、地域検索サ
イトの構築、各種調査研究やイベント、政策提言などを目指し、「あきん堂ネ
ットショップ」はその中心的事業だ。Yahooショッピング内で 2 年前から、
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諏訪地方の商品や企業の生産品を全国に紹介し販売している。現在会員企業
を中心に20店の日用雑貨、食料品、菓子、ミソ、家庭電化製品など120品目を
扱っている。こうした実績が認められて2012年 7 月、長野県による「地域発
元気づくり支援金」186万円の交付が決まった。
　「あきん堂」の特徴は①出店料と販売手数料が2013年 3 月まで無料②Yahoo
ショッピングの管理費用が無料③商品の写真撮影、あきん堂ネットショップ
への掲載が無料─などの特典がある。
⑵「維新塾」の広報
　発信したい情報はHPのほか信州・市民新聞、長野日報、信濃毎日に提供
する。ただし新聞の折り込みチラシは使わない。会員登録している岡谷市の
商工会議所のチラシのシステムが利用できるからだ。月 1回の便で会員らに
1,800枚配布できる。新聞チラシはほかのちらしの山に埋もれてしまうという
欠点があり、使わないという。
　有効なのは提供情報が記事化される場合だ。前述の「あきん堂ネットショッ
プが出店者募集」は、支援金交付決定のニュースに合わせ、信州・市民新聞で
紙面の 3分の 1くらいのスペースで記事掲載された。
このニュースは長野日報にも掲載され、両紙合わせて翌日 5件の問い合わせを
はじめ多くの反響があった。もっとも、同じ趣旨の広告を 8月中旬に両紙に出
したが、お盆休みのせいもあって、効果はなかった。
　中島氏は「広告より一般記事の方が、媒体効果はおおきい」といい、これは
すべてのメディアに通じるコンセプトだ。さらに「あきん堂ネットショップ」
のチラシには右肩に両紙に掲載された記事 2本を折り重なるように転載してい
る。これで本事業の信頼性を高める狙いだった、という。閲読率の高い地域で
は、地域新聞への読者の信頼度が相当高い、ことがここでもうかがえる。
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Ⅵ　新聞販売店からみた信州・市民新聞。
　以上で、読者、広告主、地元の各団体の広報担当者が信州・市民新聞をどう
評価しているかをみた。そこでこの章では「売る」立場から、新聞販売店が同
新聞をどのように認識し、今後どういう方向に進んでいこうとしているのかを
探った。地元の有力な店主 2人に取材したが、本稿の目的である「将来のメデ
ィアや地域紙のありかた」にかかわる重要なヒントも散見された。
1 　有限会社浜新聞店　　専務取締役　浜武之氏の話
（ 1）同新聞店の販売エリアや実績
　人口 5万余の岡谷市のごく一部を除く、ほとんどのエリアが同社の担当地域
である。扱い部数は
朝日新聞　　　　1,400部
読売新聞　　　　1,600部
日本経済新聞　　1,000部
毎日新聞　　　　　800部
産経新聞　　　　　400部
信州・市民新聞　7,700部
信濃毎日新聞　　5,000部
中日新聞　　　　　400部
であり、長野日報は別の専売店が岡谷市内で3,400部扱っている。
　岡谷市では10年ほど前に 3つの大工場が移転するなどしたため、茅野市に人
口で逆転された。こうした事情で浜新聞店の扱い部数は減少傾向だが、市民新
聞の減少はカーブが緩いという。この15年間で約300部減ったにとどまっている。
　浜専務は信州・市民新聞について「もともと全国紙や信濃毎日の併読紙だっ
たが、近年は単読紙化の傾向が強まっている」という。前述の読者調査では応
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じてくれた信州・市民新聞の読者130人のうちこの新聞しか読んでいない人はわ
ずかに 4人だった。調査の精度をもっと上げたら浜氏の言う傾向がにじみ出て
くるのかもしれないが、いずれにしろ、経済の低迷が続けば、遅かれ早かれそ
の傾向は顕在化するだろう。
（ 2）浜新聞店の今後の戦略
　信州・市民新聞の減少度合いが他紙より緩やかであることの原因について、
浜氏は「地元密着型の紙面効果」とみる。そして氏は信州・市民新聞の購読で
読者をつなぎとめている間に別の手を打つ、という。
　その試行錯誤はすでに始まっている。例えば書籍などの別の商品販売。例え
ば諏訪では珍しい四国のブンタン（かんきつ類）を10キロ入り一箱3,900円で売
り出し、8,000枚のチラシを新聞に折り込んだら150箱売れた。（売上高約60万
円）。これを知った地元の郵便局も同じ商品を売り始めたという。
　あるいは「ご愛読者ふれあいバスツアー」の開始。
　基本的には日帰りのバスツアーで、例えば東京の築地の市場、フエルメール
展などの美術展、六本木ヒルズの見学をかませて、一人6,500円（昼食は各自が
築地で済ませる）。
　意外なのは諏訪の人々にとっては地元ともいえる「上高地散策ツアー」。マイ
カーの乗り入禁止措置で駐車場料金、高速道路料金、駐車場からの送迎バス料
金まで必要となり、これらを考慮すると一人3,500円のツアー参加料金は割安
で、通常はバス 1台なのに 2台分の申し込みがあった。毎回参加の読者もおり、
こういう人たちがバスツアーを通じて新しい「コミュニテイ」を作るのがミソ。
「そこでのふれあいを新たなビジネスのタネにできないか」というのが浜氏の考
え方だ。この一連の過程の中で地域紙の新しい役割を浜さんは模索する。
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2 　辰野町の新聞販売店　有限会社共和堂代表　米澤晋也氏の話　
（ 1）同新聞店の販売エリアや実績
　店の体制は正社員 4人を含めた従業員47人。扱い部数は 5千部。辰野町の大
半は同社のエリアである。
扱う新聞は信濃毎日、信州・市民新聞、長野日報のほか全国紙 5紙に加え、中
日、湖国新聞（本社・下諏訪町）の各紙である。
（ 2）共和堂の今後の戦略
　前述の浜氏とよく似ている。現在、同社で展開中の事業は次の 4つだ。
① 農業や手仕事の作品を売る産直市
② 商店主らへのアドバイス⇒チラシづくりの手伝い、POPのアドバイス、メ
ルマガの作成など
③ 独居老人対策⇒配達時に前日と違った状態を察知して安否確認につなげる
作業
④ 店と学校とタイアップして信毎主催の「手作り新聞コンクール」⇒信毎と
共同で作り方教室を実施している。
　以上の 4 事業に共通しているのは、米澤氏に言わせると、「地域をよくした
い、自分の商売を進化させたい、という自分たちの明確な意思がシンプルにわ
かりやすく表現されている」ということだ。そういう地域情報がこれからもと
められるだろう、と氏は予測する。この考え方は極めて重要で、これを敷衍す
れば、単に地元のミニ情報を網羅しただけの各地の現在のフリーペーパーは、
いずれ淘汰されることになる。
Ⅶ　地域情報からみたメディアの可能性
1 　期待される地域情報とは何か。
　第 2 章の「読者アンケート調査」の中で「商店街や地元企業に関する情報」
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が高率であったことを紹介した。では、読者が求めるこの種の「経済情報」と
は、いったいどんな内容なのか。また、それは今後のメディアの可能性に関し、
どういう地平を切り開くのか、「現場」で探した。
　例えば2012年 9 月12日、岡谷市内で開かれた講習会。「新聞チラシやPOPづ
くりを教えます」とのタイトルで、参加したのは30代ー40代のの商店主や小企
業の経営者、従業員ら約70人だった。講師は東京から呼ばれたクリーニング店
主、石井康友氏5）、司会は先述の新聞販売店主、米澤晋也氏。石井氏はデジタ
ルカメラとフランスパンを素材に、客が買う気になるPOPの作り方を、自身の
成功体験をもとに説明。参加者が 4 - 5 人のグループに分かれ、実際に作った
POPを石井氏が個別に審査し注文もつけた。フランスパンの部門ではでは女性
グループが作った「今日一日パリ気分」などが話題にのぼった。
　そんな参加者の中にPOPとは何の関係もなそうなプレス工場の男性社員6）も
いた。彼は「この講習会は一見、自分の仕事と無関係だが、人脈の広がりと、
自分の知らない地元の成功事例を知って刺激にしたかった」と話す。これは第
2章で紹介した信州・市民新聞の薩摩社長の分析を彷彿とさせる。彼らは大企
業の誘致や相当規模の外部からの投資には、もはや期待していない。すでにい
くつかの工場が岡谷から撤退したし、その人口減で人々は苦い目にあっている。
　講習会には茨城県水戸市から参加した美容店主もいた。岩上巧氏7）で、美容
室では客との自然な会話を重視し、離島での結婚式を望むカップルのために、
従業員が何度も現地に足を運び、100人規模の式と披露宴を実現させ、相当の売
り上げを確保した、という。
　講習会後の懇親会ではこういう経験談や、顧客との自然なコミュニケーショ
ンを商売に生かすエピソードなどが飛び交った。実はpopも重要なコミュニケ
ーションツールのひとつであり、そこから新しいビジネスの芽が出る、という
予感を参加者は共有しているようだった。
　高度経済成長期のような膨大な投資や工場誘致などで地域経済の活性化を図
るという発想は、ここではもうない。それよりは、人々はすでに所有している
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ささやかな資産や資金を活用して、「身の丈」にあった事業拡大を目指してい
る。明らかに商店をめぐる新たな潮流のように見えるが、翌日の信州・市民新
聞にこの講習会が大きく取り上げられることはなかった8）。
2 　商店街の新たな側面
　メディアとは一見、何の関係もないが、上述の潮流を示す興味深い事例が最
近紹介された。新雅史9）は近著10）で、東日本大震災の被災地で 2つの現場を比較
し、商店街の持つ可能性を探っている。
　宮城県石巻市の商店街と同県多賀城市の郊外型の大型店舗群。いずれも大き
な被害を受けたが、壊滅的打撃を受けた小資本の商店街の復旧の方が、大資本
による大型店舗より、はるかに迅速だったという。「商店街は商業地区であるだ
けでなく、人々の生活への意志ががあふれている場所であるからだ」と結論付
けている。これは先の新聞販売店主、米澤氏のいう「「地域をよくしたい、自分
の商売を進化させたい、という明確な意思」と符合するのではないか。
3 　「個人商店」の復活と地域コミュニテイ
　もう一つの事例を紹介したい。「インターネット通販や巨大ショッピングモー
ルの隆盛で、その役割を終えたかに見える個人商店。ところが、今小さな商売
が改めて注目を集めている。モノ・サービスを売り買いするだけが商いではな
い」11）。日本経済新聞は最近、こういう書き出しで「商い」の現場の変化を紹
介した。
　気分転換に来る客のために 1対 1の会話に気を遣う東京浅草の理髪店主。 8
人の従業員のうち常時 7人が「どぎゃんですか」と御用聞きに回り、安定した
売り上げ12）を確保している佐賀県小城市の電気店は、「買い物難民」のための協
力店のひとつ。「蛍光灯 1本でも配達して取り替える」という。わざと住民の少
ない高知県の田舎に開いた手作り菓子の「ぽっちり堂」は、カフエも開いて地
域の未来を語り合う場を提供している。こうした「商いの場」は、個人と地域
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コミュニテイをつなぐ「新たな場」を提供している。
　これと同じ「新たな場」を地域紙が担うことは十分可能である。例えば次に
例示するような記事で、地域メディアの新たな可能性を切り開けないか。
4 　例えばこんな記事が書ける、読者にも受ける
　先の講習会を例に挙げて具体的に「新たな情報発信」を提示したい。
　要は、popに関する講習会を事前に短い記事で予告するだけでなく、事後に、
「今日一日だけパリ気分」というPOPを作ればパン店の売り上げが増えるかも
しれない、ということをわかりやすく丁寧に伝えることである。
　さらに言えば、実際にそのPOPの効果を紙面で検証すればよい。その際、重
要なのは、「失敗を恐れず」だろう。「今日一日だけパリ気分」で売り上げが伸
びなかったとしても、それを紙面でありのまま数字も含めて報告し、「ではどう
すればよいのか」を、記者もパン屋さんの店主と一緒に考えて、それも記事に
したらいい。
　「やっぱり、うまくいかない。商売は難しい」という一種絶望的な感想でもよ
い。リアルに書くことで、少なくともパン屋さんの「共感」は得られるかもし
れない。ひょっとしたらフランスパンを買おうとするお母さんたちにも、なに
がしかの影響を与えるかもしれない。ネットで「パン屋さんの悩み」を紹介す
れば、新たなアイデアまで寄せられるかもしれない。ここまで提示すればはっ
きりする。つまり、パン屋さんが自分のホームページでやることを、地域メデ
ィアが取り込むことが、きわめて重要なのだ。
　ましてこのPOP講習会は新聞販売店の店主が司会したのだから、もっと新聞
社側と連携したらよい。さらに言えば、新たな潮流を予測できたらメディアが
最初からこの種イベントを主導してもいいのではないか。
5 　この提言は「地元経済情報」に限定されるのか
　前項で述べたことは勿論、「商売」や「商店街」というキーワードで示され
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る、限定された分野についていえることではない。「地元経済」だけではなく、
「暮らしの改善を通じて、地域の活性化と住民の自立を目指す」というすべての
分野が、地域メディアの対象となる。ミニ情報の網羅的な提供だけに依拠した
地域メディアは今後、ネット、非ネットに関わらず市民の十分な支持は得られ
ないだろう。
終わりに
　前項で述べた提示が仮に「合理的」だとしても、それで「メディアの売り上
げに寄与するのかどうか」。これが実務的には最大の課題である。「論旨明快な
るも、経営上は何の役にも立たない」ということはメディア界に限らず、よく
あることだ。「志」を実現させる経営上の工夫が必要なのだ。しかし幸いなこと
に、今回のケースは先駆例が北海道にある。樋泉実社長率いる北海道テレビ放
送がそれだ。
　10数年前に台湾のケーブルテレビ局「JET-TV」に出資した見返りに「北海
道アワー」という番組を流した。その中で北海道の地元情報をもとにしたバラ
エテイ番組「水曜どうでしょう」が大ヒットし、そのDVDだけで300万枚売れ
た。樋泉社長によると、この番組がきっかけで、台湾から北海道向け観光客が、
1995年には 5万人だったのが97年には12万人に増え、現在30万人に達するとい
う。
　しかし注目されるのは「北海道への台湾観光客増加」ではない。本稿の冒頭
で「地域固有の文化や伝統、資産などを背景に、住民が自律的に新たなサービ
スや商品を生み出し、経済的自立と持続可能な生活を目指すための高品質の地
域情報を従来以上にこまめに発信することが、地域メディアの新たな責務」だ
と述べた。それがビジネスとしても成立するというのが、北海道テレビの番組
づくりや財務諸表の分析で証明できるだろう。その詳細については、いずれ稿
を改めて報告したい。
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　本研究の一部は、平成23年度関西大学研修員研修費によって行った。
注
1 ） 都道府県単位より狭い、限定された地域に配布される有料の日刊紙
2） 取材網や販売網が全国に及ぶ有料の日刊紙
3） 取材網や販売網が都道府県単位の有料日刊紙
4） 「日記」の一部を以下に抜粋する
平成22年　2010年 1 月
下　社  1 月 1 日　《諏訪大社　歳旦祭、若宮祭り　A.M 4：00　大総代全員　 9：00～
初湯祭》
上　社  1 月 1 日　《諏訪大社・上社蛙狩神事（カワズガリシンジ）引き続き御頭御占
（オントミウラ）の神事で茅野米沢、北山が今年の御頭郷に決まる》
諏訪市  1 月 1 日　《［諏訪の縁起と祭礼Ⅱ］企画典　諏訪市博物館　諏訪明神の年間行
事をわかりやすく紹介している
下　社  1 月 2 日　《諏訪大社・上社御柱祭　抽選式～祈願が始まる「少しでもよい柱を
引き当てたい」と願う》
岡　谷  1 月 3 日　《諏訪大社　元始祭　秋宮　p.m 2 ：00　大総代全員》
郵便局  1 月 4 日　《岡谷市　新年祝賀式　AM11：00～》
上　社  1 月 5 日　《御頭郷を神前に奉告する「御頭受」の神事　諏訪大社上社　本宮
岡　谷  1 月 8 日　《川岸遣い保存会　会合》
岡　谷  1 月 8 日　《長地・木作り係総会》
箕輪町  1 月 9 日　《箕輪町木下・箕輪南宮神社「御粥神事」　ご神詫は、今年は昨年よ
り悪く二厘下がって「五分八厘」》
大　社  1 月11日　《諏訪大社上社本宮で御頭郷地区として今年 1年は茅野米沢、北山が
諏訪大社行事に奉仕する　御符（みふ）
岡　谷  1 月12日　《小坂区　御柱祭典委員会幹部会　午後 7時同区公民館》
岡　谷  1 月12日　《川岸御柱祭典委員会常任委員会　午後 7 時三沢区コミュニティ施
設》
岡　谷  1 月12日　《長地網打ち委員会　東堀区臨時区会　午後 7時柴宮館》
下　社  1 月14日　《諏訪大社　下社　秋宮　御柱毎に建て替える宝殿の地鎮祭
下　社  1 月14日　《「筒粥神事」諏訪大社・下社春宮筒粥殿　午後 8時～15日早朝まで
ヨシの御筒に入れた粥の状態で世相と米、やさいの43種の農作物の作柄を占う》
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下諏訪  1 月15日　《御柱祭グッズ　販売　ひょうたんで二種類の「のん兵衛」、ひょう
たんのワンショルダーバッグ「しょう兵衛」、「ひょうたん関連ストラップ」「は
っぴーリュック」の 5種類を開発、販売を始めた　下諏訪商工会議所青年
下　社  1 月15日　《新年祈請（キセイ）祭　諏訪大社・下社秋宮　午後 2時～　氏子の
家内安全、家運隆昌など祈願する》
大　社  1 月15日　《諏訪大社上社本宮・幣拝殿、斎庭（ユニワ）で田遊神事、新年祈願
祭　墓目鳴弦神事》
岡　谷  1 月16日　《橋原区　木遣保存会会合》
岡　谷  1 月16日　《今井区　神社総代会》
岡　谷  1 月17日　《長地地区　春二　曳行役員　曳行路下見（午前 7：30）》
諏観連  1 月18日　《「諏訪地方観光連盟・御柱祭PR用大看板」をJR東日本の協力で茅
野、上諏訪、下諏訪駅に設置》
岡　谷  1 月20日　《岡谷市御柱祭典委員会　第 2回常任委員会》
岡　谷  1 月20日　《三沢区　御柱事務局会議　午後 7時半　三沢コミニティセンター》
岡　谷  1 月20日　《上浜区　御柱役員会　午後 7時半　上浜区公会所》
岡　谷  1 月20日　《岡谷市　創作オペラ『御柱』合唱練習　午後 7時カノラホール》
下　社  1 月21日　《諏訪大社・春宮　御柱祭ごとに建て替える春宮宝殿の地鎮祭　東西
2棟ある向って右側の東宝殿を建て替える》
下諏訪  1 月21日　《諏訪大社・下社　御柱祭・山出し・木落坂有料観覧席の販売を往復
はがきの受付
岡　谷  1 月22日　《三沢区　御柱財務委員会　午后 7時半　三沢区コミュニティ施設》
岡　谷  1 月22日　《御柱総役員総会　午后 7時　今井区公会所》
岡　谷  1 月23日　《川岸地区　御柱安全警備委員会　午後 6時半　三沢区コミュニティ
施設》
岡　谷  1 月23日　《小井川区　御柱友の会総会・新年会　午後 4時半　山王閣》
岡　谷  1 月23日　《秋四　岡谷区御柱祭典委員会責任者会議　午後 6 時　岡谷区公会
所》
辰野町  1 月23日　《辰野町・宮城諏訪神社御柱祭典委員会　御柱祭用のオンベ作りを行
った》
辰野町  1 月23日　《辰野町・平出、法性神社御柱祭に花を添える「平出の騎馬行列」の
練習が始まった》
茅野市  1 月24日　《玉川女性の会・穴山の伊藤会長宅“御柱祭のおもてなし料理＆寒中
ならではの伝統食・凍り菓子つくり”講習会》
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岡　谷  1 月24日　《新屋敷区　津島神社遥拝殿御柱見立て》
岡　谷  1 月25日　《間下区御柱祭典実行委員会》
岡　谷  1 月26日　《駒沢区御柱常任委員会　午后 7時半　駒沢区公民館》
岡　谷  1 月26日　《川岸御柱　曳網正副係長会議、川岸網打ち係会議　午后 7時半　三
沢区コミュニティ施設》
岡　谷  1 月26日　《長地曳網総会　午后 7時　柴宮館》
岡　谷  1 月27日　《岡谷市　創作オペラ『御柱』合唱練習　午後 7時　カノラホール》
上　社  1 月27日　《「上社御柱安全対策実行委員会」諏訪大社上社本宮で記者会見“山
出しの木落し”“川越し”の予定時間を》
岡　谷  1 月28日　《川岸御柱写真係　会議　午后 7時半　三沢区コミュニティ施設》
茅　野  1 月28日　《茅野署　平林宮司を迎えて『御柱勉強会　“なぜ、諏訪人はあんな
に御柱に一生懸命になるのか”「他の地域の人から見ると異常かもしれないが、
諏訪に生まれ育った人間には遺伝子として伝えられている　諏訪人の努めみた
いな物」』……平林宮司　講演から
  茅野署は 2／ 1から地域課の「諏訪大社御柱祭雑踏警備準備室」を「同対策室」
に切り替える》
下諏訪  1 月29日　《「村井　長野県知事と語るつどい」下諏訪町総合文化会館　Pm 1：
30～ 3 ：00》
下諏訪  1 月29日　《「御柱用材を育む会」第14回総会　諏訪大社秋宮　会長に高木健司
“御柱祭の候補木育成とシカの食害防止”》
岡　谷  1 月30日　《長地・東堀区長持ち総会　午后 7時　柴宮館》
下諏訪  1 月30日　《下諏訪　第 3区四王御柱祭典委員　 3月の鋼打ち本番に向け講習会
「綱より、こより」等の練習》
下諏訪  1 月31日　《下諏訪　第 3区四王御柱祭典委員　 3月の鋼打ち本番に向け講習会
「綱と柱を結ぶ蛇口を作り編み
岡　谷  1 月31日　《川岸御柱祭典実行委員会　秋一用曳綱打ち　午前 8時川岸スポーツ
広場》
岡　谷  1 月31日　《小尾口区御柱会新年初顔合わせ会　午后 5時　小尾口公民館》
5） 東京都あきる野市でクリーニング店を経営しているが、「ワクワクしながら商品を売りた
い」と、工夫したPOPで客に印象づけ、業種と一見無関係な紙飛行機などを大量に売り上
げて有名になった。
6） 長野県上伊那郡辰野町、「キショウ工業」の宮下昌剛氏
7） 水戸市城南、㈱OHANA代表で美容室などを経営。
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8） 事前の予告記事は短く掲載された。
9） 学習院大学非常勤講師
10） 2012年 5 月「商店街はなぜ滅びるのか」（光文社新書）
11） 2012年 9 月18日付朝刊の特集面（大阪本社版）
12） 同記事によると、月商1,500万円。店の顧客は1,000世帯。年 2回の感謝祭には毎回500人
が詰めかけ、小さな店に入りきらない。
参考文献
上杉隆 2008「ジャーナリズム崩壊」（幻冬舎新書）
歌川令三 2005「新聞がなくなる日」（草思社）
改革の灯を消すな市長の会 2006「地域から日本を変える」（清水弘文堂書房）
河内孝 2007「新聞社 破綻したビジネスモデル」（新潮社）
鎌田慧 2002「地方紙の研究」（潮出版社）
K.マーティン 1955「新聞と大衆」（岩波書店）
今野勉 是枝裕和 境真理子 音好宏 2010「それでもテレビは終わらない」（岩波書店）
坂和章平 2006「実況中継 まちづくりの法と政策PART 4 ─「戦後60年」の視点から─」
（文芸社）
佐々木雅幸 2001「創造都市への挑戦─産業と文化の息づく街へ─」（岩波書店）
塩沢由典 間藤芳樹 2006「創造村をつくろう！─大阪・キタからの挑戦─」（晃洋書房）
辻一郎 2008「私だけの放送史 民法の黎明期を駆ける」
平松守彦 2006「地方自立への政策と戦略」（東洋経済新報社）
本多勝一 2008「新聞と新聞記者の今」（新樹社）
毎日新聞大阪本社／毎日放送報道局編 1995「ドキュメント 希望新聞─阪神大震災と報道」
（毎日新聞社）
松本武洋 2006「自治体連続破綻の時代」（洋泉社）
宮本憲一 2000「日本社会の可能性」（岩波書店）
亘英太郎 2004「ジャーナリズム「現」論─取材現場からメディアを考える─」（世界思想社）
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参考資料
　本文で引用したアンケート11問と、集計結果は以下の通り
市民新聞の愛読者の皆さんへ
アンケート調査のお願い
 関西大学政策創造学部教授
 深　井　麗　雄
　私は関西大学で「メデイアの社会における役割」について研究しています。
中でも特定の地域で読まれている新聞やテレビ放送について研究を続けていま
す。このたび信州・市民新聞グループの紙面について、読者の皆さんのご意見
を頂戴しようと簡単なアンケート調査を実施することにしました。ご協力いた
だければ幸いです。なお調査は無記名とし、調査内容を私の論文に引用する以
外に使うことはない旨お約束します。
第 1問 市民新聞の購読を始められたのは何年前ですか？
　①この 5年間　② 5年前から10年前の間　③10年以上前から
第 2問 市民新聞以外に購読している新聞は何新聞ですか。
　①信濃毎日新聞　②長野新聞　③朝日新聞　④毎日新聞　⑤読売新聞
　⑥日経新聞　⑦産経新聞　⑧そのほか
第 3問　市民新聞を購読する理由は何ですか？
　①この地域の情報がたくさん載っているから。
　②友人に購読を勧められたから。
　③昔から家族で購読しているから。
第 4問 この地域の情報であなたが知りたいのは次のうちどんな情報ですか？
（回答は複数でも結構です）
①文化教室や屋内イベント情報
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②スポーツなど屋外イベント情報
③この地域の小学校・中学校・高校の催し情報
④学校以外での子供たちの活動情報（たとえば地区の子供会など）
⑤商店街や地元企業に関する情報
⑥同窓会や老人会などの情報
⑦この地域の葬儀や結婚式などの慶弔ごと
⑧御柱などこの地域のお祭の情報
第 5問　あなたは御柱など地元のお祭りは好きですか？
　①とても好き　　②少しは好き　③あまり好きではない　④好きではない
第 6問　あなたは御柱など地元のお祭りの各種行事や準備作業にに参加したこ
とがありますか？
　①よく参加している　②時々参加している
　③あまり参加しない　④参加しない
第 7問　あなたは市民新聞のお祭りに関するニュースを読みますか。
　①よく読む　　②時々読む　③あまり読まない　④読まない
第 8問　あなたはスマートフオンなどの携帯電話やパソコンでネット情報をど
れくらい利用しますか。
　① 1日 5回以上　② 1日に最低 1回　③時々利用する
　③ほとんど利用しない　④携帯電話やパソコンを持っていない。
第 9問　どんな情報をネットに求めますか。
　①ゲームや音楽などエンターテイメントの分野　②全国的なニュースや情報
　③この地域のニュースや情報　③道路情報など生活に密着した情報
第10問　あなたは下記のどの世代ですか
　① 0歳－19歳　②20歳－29歳　③30歳－39歳　④40歳－49歳
　⑤50歳－59歳　⑥60歳－69歳　⑦70歳－79歳　⑧80歳以上
第11問　あなたはアルバイトも含め、週に何回か仕事をされていますか。
　①週に何回かしている　　②月に何回かしている　　③していない
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以　上
　ご協力ありがとうございました。
以下はアンケートの集計結果
第10問 市民新聞の購読を始められたのは何年前ですか？
①この 5年間
9人
② 5年前から10年前の間
7人
③10年以上前から
113人
第11問 市民新聞以外に購読している新聞は何新聞ですか。
①信濃毎日新聞
72人
②長野日報
36人
③朝日新聞
18人
④毎日新聞
6人
⑤読売新聞
9人
⑥日経新聞
10人
⑦産経新聞
3人
⑧そのほか
21人
（中日新聞などの書き込みも若干名あり）
第12問　市民新聞を購読する理由は何ですか？
①この地域の情報がたくさん載っているから。 87人
②友人に購読を勧められたから。 2 人
③昔から家族で購読しているから。 49人
第13問　この地域の情報であなたが知りたいのは次のうちどんな情報ですか？
（回答は複数でも結構です）
①文化教室や屋内イベント情報 68人
②スポーツなど屋外イベント情報 44人
③この地域の小学校・中学校・高校の催し情報 47人
④学校以外での子供たちの活動情報
（たとえば地区の子供会など） 34人
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⑤商店街や地元企業に関する情報 75人
⑥同窓会や老人会などの情報 13人
⑦この地域の葬儀や結婚式などの慶弔ごと 98人
⑧御柱などこの地域のお祭の情報 42人
第14問　あなたは御柱など地元のお祭りは好きですか？
①とても好き
53人
②少しは好き
58人
③あまり好きではない
17人
④好きではない
2人
第15問　あなたは御柱など地元のお祭りの各種行事や準備作業に参加したこと
がありますか？
①よく参加している　　38人 ②時々参加している　　51人
③あまり参加しない　　29人 ④参加しない　　　　　12人
第16問　あなたは市民新聞のお祭りに関するニュースを読みますか。
①よく読む
67人
②時々読む
49人
③あまり読まない
10人
④読まない
1人
第17問 あなたはスマートフオンなどの携帯電話やパソコンでネット情報をど
れくらい利用しますか。
①１日５回以上　34人　　②１日に最低１回　　　37人
③時々利用する　45人　　④ほとんど利用しない　11人
⑤携帯電話やパソコンを持っていない。　　 1人
第18問　どんな情報をネットに求めますか。
①ゲームや音楽などエンターテイメントの分野 19人
②全国的なニュースや情報 75人
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③この地域のニュースや情報 27人
④道路情報など生活に密着した情報 16人
第10問　あなたは下記のどの世代ですか
① 0歳－19歳
１人
②20歳－29歳
12人
③30歳－39歳
23人
④40歳－49歳
15人
⑤50歳－59歳
27人
⑥60歳－69歳
30人
⑦70歳－79歳
13人
⑧80歳以上
６人
第11問　あなたはアルバイトも含め、週に何回か仕事をされていますか。
①週に何回かしている
　97人
②月に何回かしている
　４人
③していない
　21人
 以　上
